
山陽時事問題然談会（会員組

織、
代表
世話ム・松岡良閉山陽新

聞社長）は十五日正午から岡山市

駅前町のホ
テルニュームだカヤマホ

ールで岡山会援の第百六十六回月

例会そ開き、
一興
京外国語大助教授
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江青女史に注目
「周恩来なき中国とその将来J

の中
嶋嶺雄民が「周恩来なさ中国一な綴念ではなく、
柔軟
な視野に立

一とその将来」と題して諮演した。一ってみる
必桑がある」と前置き

bH弓
一
中喧民はまず「周恩来首相なき一「遜俗的だが郡小平民が同首相の

～柄引b
あとの申留では走資派
勤羽が週一退偉大会で弔辞を読んだことは語

圏過刷
き、
都小平副哨首相がその矢商に立一婚指祭事｝雷鳥んじる中聞にとっては

UM』
たされているが、
中簡をみる揚合一
大必なζ』rE。とくに弔辞の中身

，明M
非常に巨大で駒山動的なので閲定的一一か
周民の業績をふりかえるだりに

氏自同曲問中
題
場
司
会
劃
拙
時
針
陽
談
山懇

中嶋氏を迎えて関かれた山陽時事
問題懇談会の岡山会場

十四時間スト・
bt返は
全面十一拠一日ストを実施する。

一ほか、
全港湾、
私鉄総述、
全日透

点で二十四時
間メト＠
全林野、
全一
民間は全国金属、
会造船二時間一などが鍛務時間円、
外の職場集会

一専売、
金団側、
金造幣‘
アルコl一以上半日、山霊安一時間、
放府関係一を開く・

ル専売もそれぞれ始業時から全一一特
戦法入信組一時間以上のストの一

とどまらず中国革命の総括をした

のだから走資派抗判をつづける江

菅女史など文革派の人たちにとっ

ては心中おだやかではなかったろ

う。
作年から～31d岬派有利の体
制叫が

できあがり、
くすぶりつづけてい

た走
資派勤判はこれそきっかりに

一一層激しくなった」と叫幽閉した。

しかし申嶋おは「n失脚μを思

わせた郵小
平鈴判はその後こう着

状態がつづいている。町田小平民は

いぜん人民解放軍総参謀長などの

要職にあり、
あいかわら
ず実援を

持っている。
局首相の
近時佑計画

を引きついだ郷小
平民の経済怪談

に霊
点をおいた政策はある意味で

は
毛主席の
俗袋、
政策と対立する

一回があるにせよ、
客観的、
歴史的

にみて近杓化の方向は今日の中国

にとっては後戻りできない社会的

国家

的妻宅あり、一持的に
国民

が失脚しても中国は長期的にみれ

ば面倒路線を踏胡捜したこの方向を歩

まざるを得ないだろう」と分析。

「今後は毛主席の
夫人である江背

女史の仔翻を見守るζとによって

申国のナゾを解く糸口がみつかる

のではなかろうか」と結んだ・

なお、
山陽時
事問題懇談会福山

会揚の第九十一一四月例会は十六日

正午から福山市の福山グランドホ

テルホlルで関かれる。


